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研究要旨 

  地域住民コホート Research on Osteoarthritis/Osteoporosis Against Disability（ROAD）スタ

ディは、和歌山県の山村において 2005 年、漁村において 2006 年に開始され、ベースライン調査お

よび複数回の追跡調査において、Dual Energy X-ray Absorptiometry（DXA）による骨密度測定や

生活習慣調査を実施し、骨粗鬆症（osteoporosis, OP）の早期発見および関連要因の解明を目的と

している。さらに、Fracture Risk Assessment Tool（FRAX）および Osteoporosis Self-Assessment 

Tool for Asians（OSTA）を用いた評価が可能なデータ収集を継続している。 

  本研究では、健康日本 21（第三次）における骨粗鬆症検診受診率向上に向けて提案された新たな

検診項目（FRAX および OSTA の組み合わせ）を、地域住民コホートにおいて実地適用し、その実施

可能性を検証することを目的とした。 

  2025 年度は、ROAD スタディ参加者の 20 年目にあたる追跡調査として、山村地域において住民検

診を実施し、638 人（男性 218 人、女性 420 人、平均年齢 68.3 歳）の参加を得た。検診は円滑に実

施され、提案された検診項目は地域住民を対象とした検診において適用可能であることが示唆され

た。 

  今後は、本データを用いて感度および特異度の評価を行い、効果的な検診体制の構築に向けた検

証を進めることで、骨粗鬆症検診受診率の向上および健康日本 21（第三次）の目標達成に資するこ

とが期待される。 
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Ａ．研究目的 

  健康日本 21（第三次）においては、運動器疾

患に関する項目のうち、今回始めて取り上げら

れた項目として、骨粗鬆症(osteoporosis, OP)

の検診率の向上がある。健康日本 21（第三次）

における OP 受診率の現状値は 4.5%（令和２年

度）であるが、令和 14 年度の目標値を 15%にお

いている。 

 わが国における OP 検診は、高齢化社会に伴

い、早期発見と予防の重要性が高まる中で段階

的に整備されてきた。しかしながら、検診実施

率は全国平均で 5.0%前後と極めて低く、地域差

も大きいと報告されている(骨粗鬆症財団ニュ

ースリリース 2018.12.3, The Journal of 

Japan Osteoporosis Society 4, 513, 2018)。

さらに OP 検診の手法や対象者の年齢、実施間

隔も統一されておらず、それらの効果も明らか

ではない。 

 OP 検診受診率の向上は自治体における OP 患

者を早期発見し治療行動につなげ、骨粗鬆症に

よる骨折患者の減少、ひいては健康寿命の延伸

につながると考えられる。さらに骨粗鬆症の予
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防は骨折のみならず、高齢者の衰弱の原因とな

るサルコペニア・フレイルの発生リスクを下げ

るとの報告もあり 1)2)、要介護予防の観点からOP

検診の意義は大きい。 

 本研究班において、我々は、健康日本 21（第

三次）における OP 検診を担当し、目標を達成す

るための推進及び進捗評価を行うことを目的

としている。そのために、我々は厚労省厚生労

働科学研究費補助金(循環器疾患・糖尿病等生

活習慣病総合研究事業)骨粗鬆症検診実施率・

受診率向上に資する検診実施体制の見直しの

ための研究（24FA1003,研究代表者：田中栄）と

緊密は提携をとり、本研究班から提案された OP

検診項目を地域住民コホート ROAD スタディに

適用し、検診実施可能性を検証することを目的

とした。 

 

Ｂ．研究方法 

  我々が 2005 年に設立し、管理している大規

模住民コホート ROAD スタディにおいて、2005-

7年に実施したベースライン調査におけるOP検

診参加者 1690 人（男性 596 人、女性 1094 人）

を対象とし、ベースライン調査時に質問紙にて

回答を得た。 

 参加者には、生活習慣調査、栄養調査、Ｘ線

調査（脊椎、股関節、膝）、血液検査、尿検査に

加えて、FRAX の項目（年齢、性別、体重、身長、

骨折歴、両親の大腿骨近位部骨折歴、現在の喫

煙の有無、糖質コルチコイド使用の有無、関節

リウマチの有無。続発性骨粗鬆症の有無、アル

コール１日３単位以上の摂取の有無、Body mass 

index (BMI)（身長と体重から計算）、OSTA index

（体重、年齢）が計算可能となっている。さら

に、Dual Energy X-ray Absorptiometry (DXA, 

Hologic Discovery)を用いて、腰椎 L2-4、大腿

骨頸部の骨密度を測定している。 

  今年度は、田中班において提案された OP 検

診項目（FRAX、OSTA の組み合わせ）の実地での

適用可能性を検証するため、今回はベースライ

ン調査からみて 20 年目の追跡調査を山村住民

に対して実施し、ベースライン調査と同様の調

査を実施した。 

(倫理面への配慮) 

  ROAD スタディの追跡研究については、東京大

学及び和歌山県立医科大学倫理委員会にて承

認されている（東京大学承認番号 1264、和歌山

医科大学承認番号 373）。 

 本研究は、各種法律・政令・各省通達特に、

疫学研究に関する倫理指針（平成 19 年文部科

学省・厚生労働省告示第１号）、臨床研究に関す

る倫理指針（平成 16 年厚生労働省告示第 459

号）、人を対象とする医学系研究に関する倫理

指針（平成 26 年 12 月 22 日文部科学省、厚生

労働省、平成 29年 2月 28 日一部改正）及び東

京大学、和歌山県立医科大学及び東京大学が定

めた倫理規定を遵守して行う。 

 

Ｃ．研究結果 

 年度初めから検診準備を開始し、地域説明会

を複数回実施するとともに、行政（日高川町役

場住民福祉課）にも本検診の意義について説明

し、検診実施の協力体制を構築した。10月から

12月までの検診期間において、638 人（男性 218

人、女性 420 人、平均年齢 68.3 歳）の参加を得

た。 

 検診結果を解析し、DXA による骨密度＜Peak 

Bone Mass の 70%を OP として、本人に通知し、

検診説明会を複数回開催して、検診参加者の気

づきと注意喚起を行った。本調査により、地域

住民を対象とした骨粗鬆症検診の実施体制を

構築し、提案された検診項目の実地における適

用可能性が示唆された。 

 

Ｄ．考 察 

  本年度は提案された新しい検診項目を OP 検

診に適用したときの sensitivity, speci-

ficity, feasibility を確認するための基礎デ

ータとして、地域住民を対象とした検診を実施

し、638 人の参加を得た。検診は円滑に実施さ

れ、特段の問題は認められなかった。 
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 本結果は、提案された検診項目が地域住民を

対象とした検診において実装可能であること

を示唆するものである。 

 今後は、本データセットにおいて、腰椎 L2-4

及び大腿骨頸部の骨密度のいずれかが日本骨

代謝学会の基準による骨量減少以上（若年最大

骨密度の 80%未満）に該当する場合を OP スクリ

ーニング要精査者と定義し、感度、特異度、実

施可能性を評価することで、健康日本 21（第三

次）の目標達成に向けた検証を行う。 

  

Ｅ．結 論 

 本研究では、健康日本 21（第三次）における

骨粗鬆症検診受診率向上に向けて提案された

新たな検診項目について、地域住民を対象とし

た実地環境において適用し、その実施可能性を

検証した。その結果、検診は円滑に実施され、

提案された検診項目は地域住民を対象とした

検診において適用可能であることが示唆され

た。今後は、本データを用いて感度、特異度、

実施可能性の評価を行い、効果的な検診体制の

構築に向けた検証を進めることで、骨粗鬆症検

診受診率の向上および健康日本 21（第三次）の

目標達成に資することが期待される。 
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ートからみた運動器老化とその要因：ROAD ス

タディより、第 43 回日本骨代謝学会学術集

会、2026.7.26、熊本市、国内、口演 

4. 吉村典子、中嶋香児、堀井千彬 、飯高世子、
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大島寧、田中栄：脊椎椎体骨折と脳容積の関

連：地域住民コホート ROAD スタディからみ

たオステオネットワーク：第 43 回日本骨代

謝学会学術集会、2026.7.26、熊本市、国内、

口演 

5. 吉村典子：フレイルとロコモの実態と予後：

地域住民コホート ROAD スタディより：第 84

回日本公衆衛生学会総会、2025.10.31、静岡

市、国内、口演 

 

Ｇ．知的財産権の出願・登録状況 

１．特許取得 

  なし 

２．実用新案登録 

  なし 

３．その他 

  なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


